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衆
議
院
議
員
田
島
一
成
君
提
出
北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
整
備
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
収
支
見
込
み
並
び
に
実
績
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
尋
ね
は
、
整
備
新

幹
線
の
各
区
間
に
係
る
鉄
道
施
設
の
毎
事
業
年
度
の
貸
付
料
の
額
の
う
ち
、
そ
の
後
の
整
備
新
幹
線
の
建
設
に
関
す
る
工
事

に
要
す
る
費
用
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
額
に
つ
い
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
当
該
額
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
鉄

道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
。
以
下
「
機
構
法
施
行
令
」
と
い

う
。
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
東
北
新
幹
線
（
盛
岡
・
八
戸
間
）
に
つ
い
て
は
七
十
九
億
三

千
万
円
、
東
北
新
幹
線
（
八
戸
・
新
青
森
間
）
に
つ
い
て
は
七
十
億
円
、
北
陸
新
幹
線
（
高
崎
・
長
野
間
）
に
つ
い
て
は
百

七
十
五
億
円
、
九
州
新
幹
線
（
博
多
・
新
八
代
間
）
に
つ
い
て
は
八
十
一
億
六
千
万
円
、
九
州
新
幹
線
（
新
八
代
・
鹿
児
島

中
央
間
）
に
つ
い
て
は
二
十
億
四
千
万
円
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ

ば
、
機
構
と
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
」
と
い
う
。
）
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
北
海
道
新
幹
線

一



（
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間
）
の
鉄
道
施
設
の
貸
付
け
及
び
貸
付
け
後
の
鉄
道
施
設
の
管
理
等
に
関
す
る
協
定
書
第
十
三
条

第
三
項
、
機
構
と
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
」
と
い
う
。
）
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
東
北
新
幹

線
（
八
戸
・
新
青
森
間
）
の
鉄
道
施
設
の
貸
付
け
及
び
貸
付
け
後
の
鉄
道
施
設
の
管
理
等
に
関
す
る
協
定
に
関
す
る
実
施
細

則
第
八
条
、
機
構
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
東
北
新
幹
線
（
盛
岡
・
八
戸
間
）
の
鉄
道
施
設
の
貸
付
け
及
び

貸
付
け
後
の
鉄
道
施
設
の
管
理
等
に
関
す
る
協
定
に
関
す
る
実
施
細
則
第
八
条
、
機
構
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
間
で
締
結
し
て

い
る
北
陸
新
幹
線
（
長
野
・
上
越
妙
高
間
）
の
鉄
道
施
設
の
貸
付
け
及
び
貸
付
け
後
の
鉄
道
施
設
の
管
理
等
に
関
す
る
協
定

に
関
す
る
実
施
細
則
第
八
条
、
機
構
と
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
北
陸
新
幹
線
（
上
越
妙
高
・

金
沢
間
）
の
鉄
道
施
設
の
貸
付
け
及
び
貸
付
け
後
の
鉄
道
施
設
の
管
理
等
に
関
す
る
協
定
に
関
す
る
実
施
細
則
第
八
条
、
機

構
と
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
「
Ｊ
Ｒ
九
州
」
と
い
う
。
）
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
九
州
新
幹
線
（
博
多
・
新
八

代
間
）
の
鉄
道
施
設
の
貸
付
け
及
び
貸
付
け
後
の
鉄
道
施
設
の
管
理
等
に
関
す
る
協
定
書
第
十
三
条
第
三
項
及
び
機
構
と
Ｊ

Ｒ
九
州
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
九
州
新
幹
線
（
新
八
代
・
鹿
児
島
中
央
間
）
の
鉄
道
施
設
の
貸
付
け
及
び
貸
付
け
後
の
鉄

道
施
設
の
管
理
等
に
関
す
る
協
定
書
第
十
三
条
第
三
項
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
「
定
額
の
貸
付
料
に
つ
い
て
、
貸
付
料
決

定
の
際
に
は
想
定
し
得
な
か
っ
た
経
済
・
社
会
状
況
の
著
し
い
変
化
に
よ
り
大
幅
な
受
益
の
変
動
が
生
じ
た
場
合
は
、
定
額

二



の
貸
付
料
の
変
更
に
つ
い
て
協
議
す
る
も
の
と
す
る
」
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
根
元
受
益
」
と
は
、
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規

定
す
る
営
業
主
体
が
新
た
な
区
間
の
営
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
区
間
に
接
続
す
る
区
間
を
営
業
す
る
他
の
営
業

主
体
に
生
じ
る
受
益
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
根
元
受
益
の
う
ち
、
北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森
・
新
函
館
北
斗

間
）
に
係
る
も
の
は
東
北
新
幹
線
（
八
戸
・
新
青
森
間
）
等
の
営
業
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
、
北
陸
新
幹
線
（
上
越
妙

高
・
金
沢
間
）
に
係
る
も
の
は
北
陸
新
幹
線
（
長
野
・
上
越
妙
高
間
）
等
の
営
業
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ

生
じ
る
受
益
を
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間
）
に
係
る
鉄
道
施
設
の
毎
事
業
年
度
の
貸
付
料
に
つ
い
て
は
、
機
構
が
、
当

該
区
間
の
営
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
生
じ
る
受
益
の
程
度
を
勘
案
し
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
協
議
し
た
結

果
、
機
構
法
施
行
令
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
は
一
億
千
四
百
万
円
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
御
指
摘

の
「
当
該
区
間
に
係
る
根
元
受
益
」
と
は
、
北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間
）
の
営
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ

三



り
、
東
北
新
幹
線
（
八
戸
・
新
青
森
間
）
等
の
営
業
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
生
じ
る
受
益
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
機
構
が
、
当
該
受
益
の
程
度
を
勘
案
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議
し
た
結
果
、
毎
事
業
年
度
に
お

い
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
支
払
を
受
け
る
額
は
二
十
二
億
円
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
「
安
定
的
な
財
源
の
確
保
」
を
満
た
す
た
め
充
当
し
た
当
該
区
間
の
貸
付
料
の
額
」
を
お
示
し
す
る
こ
と

は
、
今
後
の
貸
付
料
に
係
る
協
議
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
差
し
控
え
た
い
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
逸
失
利
益
の
取
扱
い
」
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。

四


